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令和５年度 富士見市水道事業会計予算（概要） 

 

 

１ 予算概要                              

 

(1) 予算編成概要 

令和５年度の水道事業予算については、新型コロナウイルス感染症対策による行動制限

の緩和により、コロナ前の生活様式に戻りつつあることから、有収水量・給水収益ともに

減少を見込んでいる。 

その一方で、水道水の安定供給を維持するため多額の費用が見込まれることから、水道

ビジョンに基づく施設の計画的な更新と維持管理に努めるとともに、災害対応に備えた整

備を中心に予算を編成した。 

 

 (2) 予算規模 

  第３条予算（収益的収入及び支出）の収入は、前年度比５．１％減の１８億７，９１６

万４千円、支出は、前年度比０．３％増の１７億１，９４１万１千円で、収支差引では、

１億５，９７５万３千円の黒字を見込んでいる。 

第４条予算（資本的収入及び支出）の収入は、前年度比１１１.８％増の１，０９０万

８千円、支出は、前年度比１３．１％減の８億５，０１５万３千円で、収支差引では、 

８億３，９２４万５千円の赤字が見込まれている。 

 

(3) 財源不足額 

  第４条予算の赤字分については、損益勘定留保資金等で補填する。 

 

２ 予算（収入）の主な特徴                       

 

(1) ３条予算（収益的収入） 

  〇 営業収益 

給水収益（水道料金）は、過去の平均供給単価等の推移に加え、新型コロナウイルス

感染症対策による行動制限の緩和により、以前の生活様式に戻りつつあるため、有収水

量の減少を見込んでおり、前年度比５．４％減の１５億５，８６７万６千円とした。 

受託工事収益は、２，２５０万４千円 

加入金は、１億５，２４６万円とした。 

〇 営業外収益 

受取利息は、９８万６千円 

消費税及び地方消費税の還付予定額は、１，２６２万１千円 

長期前受金戻入は、６，６５９万６千円 

雑収益は、６４万７千円とした。 
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(2) ４条予算（資本的収入） 

   他会計負担金は、一般会計からの消火栓設置工事費負担金４００万円 

配水工事負担金は、開発等に伴う配水管工事の負担金等６９０万８千円とした。 

 

３ 予算（支出）の主な特徴                       

 

(1) ３条予算（収益的支出） 

〇 営業費用 

①  原水及び浄水費は、浄水場、配水場に係る設備の点検委託、動力費、受水費等の 

経費で、前年度比４．０％増の９億１，１３１万９千円とした。 

【主な支出】 

・県水受水費                ６億３，６０８万７千円 

・各浄・配水場、第２号井～第５号井の電力費   ８，１８６万９千円 

・浄水場運転・設備維持管理業務委託       １億１，９９０万円 

・自家用電気工作物保安管理業務委託         １４８万６千円 

・水質検査、放射能水質検査委託           ４２３万３千円 

②  配水及び給水費は、配水管及び給水管の維持管理に要する費用で、前年度比４．２％ 

増の１億５，７０９万５千円とした。 

    【主な支出】 

・検定満期取替委託               ２，４６９万８千円 

・給水装置竣工図更新委託            １，５４５万５千円 

・緊急修繕待機業務委託               ８３７万６千円 

・漏水調査業務委託                   ６６０万円 

・検定満期に係る量水器修繕           ２，７６０万３千円 

③  受託工事費は、配・給水管移設等の受託工事に要する費用で、前年度比５．３％増 

 の２，１８９万円とした。 

【主な支出】 

・下水道、ガス、ＮＴＴ、東京電力等の工事に伴う水道管切廻し及び仮給水工事  

④  業務費は、前年度比２３．１％減の１億４，９０９万５千円とした。 

    【主な支出】 

・包括委託費等                 １億８０３万８千円 

・通信運搬費                  １，３９９万９千円 

⑤  総係費は、前年度比４．１％増の４，７９５万３千円とした。 

   【主な支出】 

    ・公営企業会計システム保守委託等          １２７万３千円 

⑥  減価償却費は、建物、構築物（配水管）、機械及び装置の減価償却として、 

４億１，８２０万１千円とした。 

⑦  資産減耗費は、構築物などの固定資産除却費で、３５１万円とした。 
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  〇 営業外費用 

① 支払利息は、８１４万８千円とした。 

② 雑支出は、１００万円とした。 

  〇 特別損失 

① 過年度損益修正損は、２０万円とした。 

 

(2) ４条予算（資本的支出） 

〇 建設改良費 

①  老朽管更新事業費は、前年度比３４．４％減の１億６，３８３万７千円とした。 

    【主な支出】 

・配・給水管布設替工事等          １億２，８９３万７千円 

・南畑橋水管橋耐震補強実施設計業務委託等      ３，１９０万円 

②  浄水場改良費は、前年度比５９６．０％増の２億４，７６１万円とした。 

【主な支出】 

・東大久保浄水場県水直送管整備工事等      ２億４，７６１万円 

③ 配水管改良費は、前年度比４２．４％減の３億５３０万円とした。 

【主な支出】 

 ・配水管布設実施設計業務委託              ３３０万円 

 ・送水管布設工事等               ２億９，７００万円 

④  量水器費は、新規の水道メーターの出庫で３９７万３千円とした。 

〇 企業債償還金 

企業債償還金は、前年度比２３．０％減の１億４８万１千円とした。 

 

 



(単位：千円）

水道事業収益 1,879,164 △ 101,541

営 業 収 益 1,797,814 △ 102,603

1,558,676 △ 89,305

22,504 1,165

1,060 40

152,460 8,168

63,114 △ 22,671

営業外収益 80,850 1,062

986 146

12,621 171

66,596 743

647 2

 特 別 利 益 500 0

500 0

(単位：千円）

水道事業費用 1,719,411 5,316

営 業 費 用 1,709,063 8,879

911,319 35,011

157,095 6,377

21,890 1,100

149,095 △ 44,810

47,953 1,887

418,201 9,314

3,510 0

営業外費用 9,148 △ 3,563

8,148 △ 3,563

1,000 0

特 別 損 失 200 0

200 0

予 備 費 1,000 0

1,000 0

対前年度増減額

　支　出

款 項 目

受 取 利 息

加 入 金

そ の 他 営 業 収 益

受 託 工 事 収 益

補 償 金

予定額

雑 収 益

過年度損益修正益

款 項 目 予定額

予 備 費

過年度損益修正損

長 期 前 受 金 戻 入

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

業 務 費

雑 支 出

原 水 及 び 浄 水 費

■令和５年度富士見市水道事業会計予算

収 益 的 収 入 及 び 支 出

　収　入

消費税及び地方消費税
還 付 金

給 水 収 益

対前年度増減額

支 払 利 息

総 係 費

配 水 及 び 給 水 費

受 託 工 事 費
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(単位：千円）

資本的収入 10,908 5,758

他 会 計 負 担 金 4,000 1,600

4,000 1,600

工 事 負 担 金 6,908 4,158

6,908 4,158

(単位：千円）

資本的支出 850,153 △ 128,023

建 設 改 良 費 749,672 △ 98,045

28,952 259

163,837 △ 85,838

247,610 212,036

305,300 △ 224,950

3,973 448

企 業 債 償 還 金 100,481 △ 29,978

100,481 △ 29,978

配 水 工 事 負 担 金

款 項 目 予定額

他 会 計 負 担 金

■令和５年度富士見市水道事業会計予算

資 本 的 収 入 及 び 支 出

　収　入

対前年度増減額

予定額 対前年度増減額款 項 目

　支　出

企 業 債 償 還 金

配 水 管 改 良 費

量 水 器 費

老朽管更新事業費

浄 水 場 改 良 費

建 設 総 係 費
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